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お耳には入っていなかったようですが、ご子息の、子供が親 思う気持ちが表れております口今日は中日大辞典編纂所の主幹 あり同文書院のことについては右 出る人がいないというぐらいで、啓蒙と言うかそういう運動もされている今泉潤太郎先生がお側 おりまして、池上先生のお話を盛り上げるようですので、楽しみながら和気弱々のうちに一
1
二時間を過ごしたいと思います。先生は八九歳になられますますご健康






































































































わりの愛知大学を作ろ という話になりました ちょ ど神谷龍男先生という愛知県出身の同文書院の先生が内地にいましたので、
その方がいろいろ活躍され、豊橋市も応援してくださって、愛知大学が今の場所に


























































































































かりませんが分校を聞かざるを得ないということから、二四名 教職員 派遣する いう決定をします。た
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言ったように一部は帰ります 、一部は こにありますように教授会（と言っても二二名しかおりませんので実質何名だったか分かりませんが）から粛伯分校長名で、資料③ ような文章で上中書が行くわけです。
これが再開要望の五項目ですが内容を見ますと非常に怠味深いものがある。とりわけ一一においては、財
政措置を要求しております。東商同文会からちゃんと金を送ってく と。それ ら一部退職者には退職金を出すようにということです。一二の理事選出というのは 呉羽分校からも東亜同文会の環事 選出させてほしい。肝心の東亜同文会はもう解体寸前ですけれども。私 ，番注目する四では、同文書院 存在意義を堂々と述べている。日本帝国主義の先兵とか
スパイ学校（軍探学校）というような誹誇中傷の類は全く当たら
ない いう主張です。下段 具体的な問題 つ て反論しています。帝 主義云々という はむ ろ内地大学にこそ、その鋒を向けるべきではないか。
つまり帝国大学（とは書いてありませんが）に対してそういう
ことを言うべきではな か 同文書院はどういう大学であ たかというのは 外務官僚を見ても分かる。大


































































































































































生活ができればいいじゃないか 我慢して て、食事も充分できてい と思います。
一一月に
























































































た限りは中国語を徹底的にやり直そうと思っ 、ひょっこり教室へ行ったのが実 池上先生 教室でした。
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でもあちらにすると東京とか名古屋辺 良い大学の を講師と 使えないわけです。だからやはりこの辺のほうが、私学は文系が無いし 碁の石を置くのと一緒で、先生 良いのが な と大学は生徒が集 ら








らされていた。とりわけ豊橋との関係で 大野一石さんも有力な情報を持 ておられたので、神谷先生が書いておら ますけれども、経済的だけではなく政治的にもコネをフルに活用されて、
この豊橋を大分・別府
よりも先に具体的に、例えば豊橋市長と会ったり踏み込んで交渉されている。私が知りたいのは、本問先生が四月に帰って報告書を出されるというのは『同文書院大学史』にもあり、
阪本も盟橋の先ほど二一日いました成瀬 方 るん すが、神谷さんがどの段階 本間学長とコンタクトを取られたのか、
それが明らかではないんです。設立趣意書とかそういう最終的な段階になる前に豊僑が決






















































































































































































































業が再開された。神谷龍男先生 国際法 市伯守先生の漢文、等の授業が頭に残っているが、大半が中国語の授業だった様だ。中国語の授業は池上貞一先生（後に愛知大学教授）と坂本一郎先生（後に神戸外国語大 教授）で相当されていた。坂本先生の授業の時、最前列の先生の目の前の座席に陣取った。先生はある日、突然紙袋からサツマイモを取り出し、一泊是













会が開催された。京大会の目的は何だったのか明確ではないが、懇親会の意味もあっ 各県から代表で一人づっ、歌でも話でも良いからやれとの事、富山県代表で指名され田舎 民謡を歌ったのを覚えている。その夜は外地 の引掲げ、又は復員した先輩方（地元新湊出身四三期の明昌保先輩も出席）も多数出席されていた。未だ廃校は決定していなかったが、書院の将来についての不安 あり、存続についての訴も論ぜられた。終戦後の混沌とした状況下で、同文書院 経営母体である東




い一時を送った。富山駅 日通富山支店前で呉羽ハイツ専用送迎パスに乗り込み、先ず分校 あった東洋紡呉羽工場（この当時は呉羽紡績から東洋紡績に変更され いた）へ出かけ（当日は会社休日にも拘らず事前折衝で特別開門して頂いた）昔 ままの正門と右手の三階建 務所寮から食堂・工場へ行く渡廊下前 藤棚を眺め、又前庭 八角点ーもそ ままにあり、廊下の扉を開け食堂の鉄筋吹貫風の建物もその奥 大きな鉄鍋もそのままになっており、呉羽組の連中は皆懐しそうにその前に立って四六年前の頃を思い出していた。木造の は取り壊されていたが、礎石がはっきり 分り それを踏 しめ、寮から眺めた大木がい だ すくすくと伸びていて四六年 我々青年を迎え くれている様で嬬しく思った。翌一六日は大串 輩夫妻はじ 宇奈月からトロッコ電車で黒部峡谷に出 けた。参加
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【分校の閉鎖】しかしながら、分校経常の前途は、母体である同文会の先行きについての見通しは立たず、外務省の指導方針も不明であって、経営財源の確保は見込みのないことが明らかとなり、絶望視されるに至った。教授会は、現地における食糧事情や冬季の燃料不足から生ずる経営難をも勘案し、ついに一一月一五日をもって授業の打ち切りを決議、その旨を学生に通達した。この時点の在学生数は二四O名で、その内訳は次の通りであった。
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疑者の指名と逮捕令が出された。その中に同文会長近衛文麿公の名も合まれていたので、斎伯分校長はただちに上京した ころ、外務省当局より同文会並びに同文書院大学 存廃に関し重大な内．不を受け、また、同文会から 呉羽分校の閉鎖 つき肢終的な通告を受けた。 って、全学生 対し、「本 閉鎖はいまだ正式な決定発表なきも、廃校は確定せる運命なれば、各臼必ず転入学の借間 保られたし。なお束．品川同文会の本部たりし霞山会館は進駐軍に接収さ 一二月一五日より神田 日華
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論ノ吋ラザルコト以モ甚シ。
或ハ軍保学校視サレ或ハ日本帝国主義ノ大陸進出ニ人材ヲ供給シタルノ故ヲ以テ解消ヲ主張スル論者アリトセパ、五円人ハ従来ノ日本 支配者ノ下ニ如何ナル機関ガソノ権力的利川ヲ免レ得タルヤヲ逆問セザルベカラズ。軍探学校視サレタルハ、本学ガ側々大陸ニ存布セシ為メれノ利川ガ中国側ニ出接触日サレタルニ過ギズ、本学本来ノ使命ガ日華紺協ニ在リ中国事情ニ対スル不偏ノ理解研究ニアリタルハ、本院卒業生ニ知己ヲ有スル小川人ノ進ムデ認ムル所ナ シ。事情ハ在草欧米宗教、教育機関ノ一般ニ就キテモ略同様ナ コトヲ敢へテ付、司スル要モナカルベシ。日本帝凶主義ノ大陸進出ニ人材ヲ供給シタル非難ニ王リテハ、辛口内地大学ニソノ鋒ヲ向クベキナリ。蓋シ書院ノ卒業
生ハ従来長ク所訓学生様タルロ僚幹部 ドニ子足ヲ仲パシ能ハザリシ実状ニ在リタルコト周知ノ如シ。右 非難ニ反シテ、中国ヲ愛スル者中国ヲ知ル者トシテ 邦 於ケル対草与論ノ啓蒙込正ニ前大ナル役割 果、ン米リタル評論家 ドノ殆ド全部ガ書院出身者ナ コトハ 新聞社 東亜関係記者 陣作ヲ
4作、ンテ明白ナルベシ。
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池上貞一氏に聞く





地に行けんもんですからね。内地で、勤労動員で呉羽紡績に行ったわけですが、本間さんから神谷 が 隊の隊一長になれって頼まれたのですね。そし ら私より少し後輩の愛知県人の書院生がやっぱり体を悪くして帰 ていましてね その彼が、内地で械追したことを知っていて、ぼ が天体 日学院卒業で当然中国語がうまい 決め かかり もそう思っていて それ 中国語の教師 私にやっ くれん っていうわけでね。ぼくも、療養所にいつま おっても きりいからね。少しお国のために働こうかと思いまし 療養所の嘱託をやめたわけですよ、工場にでも いから 、あ はないんだけどね。やめて家に帰ると間もなくそういう話が来たわ
けですね。工場に行ってやるよりは、まだその方がいいんじゃないかと思って、それで呉羽に行ったんですよ。しかし中国語も非常に初歩的なものでも、教え となると、ただしゃべっているのとは違ってガッチリと理解していなければ駄目ですね。それから発音なんかもきっちりや いなかったからね 慣れてはいて ね。ーーーそうすると、そのままで終戦ですか。池上そう。呉羽で終戦を迎えました。｜｜州岡、療養されて：：：。池上ぼくは別に同文書院をやめるつ りはなかったけれども、私が療持所にいる時に、父が休学延期願でも山したのかな。あれ、休学にも期間があ でしょう。二年とか んとかね。そんなこと、ぼくはなにも知らなかったし、父がたぶん出したんだと思いますよ。 したらそのころ、本問主．さんが学長になっていてね。 見たこともない本間学長の名義除籍を命ずるという辞令 来ましたよ 二年経っても復学しないので、除籍にしたんでしょうね こっちも、それどころじゃなかったからね。だから一年行って休学し、除籍に その後で同文書院の非常勤講師をやったわけです。 終戦になって家に帰りましたが、九月ごろにまた呉羽 復員した書院生や新入生が集ま 、そこでまた三か月ぐらいいたかな。｜｜．九四
O
年にお帰りになってからずっとそのまま、日本























































































留学生」制度を設け わたしはその第一期生 して、同年九月、青島の組賢中学校（問人組一派の康生、市開大学外事処長も同校出身） いう 間人の小学 入学した。その年九月に満州事変が始まったために、わたしは同校 中国の海軍士官から毎日のように市事訓練を受けるはめになった。
その一年半後に、父親が内地に帰国 たために、昭和八年九
月には天津 中日学院に転校した。同 は書院と同じ東唖同文会の経営する中学（初級：一年、いけ川級一一．年）で 中川入学午． ほかに若干の日本人間学生（文学部非常勤講師の尾坂徳司氏もの一人）がいた。束岨同文会は同文市院大学のほかに、．大津小日学院、泌口の江出中 故若江教授も書院 前 同校にいた）、終戦の年には北京工業専門学 （文学部の川越教授 前任校）を設問して経営していた。わたしは中日学院の寄宿舎に入るとすぐに結核に感染し、







































夏草がおおい茂げるよう なった夏の或る夜のこと（それ 八月一日の夜のこ になるのであるが）伊藤社長がゆかたがけで学徒隊に話しにきておられ、その最中、かねてより学生達 交
替で回桜に見張りを出していたが、凶の空に金属性の音がきこえてきたと知らせてきた。いままで、そこにいた伊藤社長は、いつ、行ったのか、全くすばやく、姿を消して 。学徒隊日頃、野防団との打ち合わせ 訓練では、整列して、正門から避難することになっていたが、いざという時には、それでは間に合わないので 緊急 場合には、夫々、三三五五と工場の塀を乗り越えて避難するようにしていた。伊藤社長の逃げるのも速かったが、学徒隊の方も五分 な うちに、
J人残らず、










はほとんど被害なく 一夜明くれば また、三三五 と皆な戻り、一川%のよい学生達は ほとんど全員一睡もしないまま、爆撃をうけたばかりの戦災生々しい富山へ救援の めトラックで出掛けていった。今、同窓会の名簿をみると そのときの子科、専門部の消息不明者が実に一四七名の多数にのぼ いるのが日につく、どうし こと と思う である。呉羽での印象に強く残っている人に猪瀬君がいた。栃木県の






































人子のないときであり、一刻をあらそう きであったから、この汗しい労働は大変 ったが、お役にしはったことだろう。かくて、これらの書物は無事、成城の牧田理事の家に運ばれた。川じ凶、進恥一小 倍収命令は 川文会の向い側の満鉄ぃ取点支社にもあった筈で、そこにあった何十万冊か 苫物については、その附数が余りに多くて、子配する人と暇 なかった だろうか、進恥一巾に没収されてしまった。．白山会の：．万人ホ附はむの次第で、没収されずにすんだが、あの タイミングよく運び出していなかったら、やは 没収されて たことだろう
G
これら
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かなければならないことは、創設時前後、先生がおられなければこの地に本学が創設されていなかったことであろう。本欄で、先生が「追憶」として、つぎつぎと明らかにされていく予定とお聴きする 、それは、ニ点ある。一つは、大学開設にとって般 されない蔵書を大量三万五千冊入手するとい橋渡しの役をしていただいたことである。二つには、現坐桶校地をその候補地として積極的に推薦されて、借用の運びの労をとられたことである。今にして思えば、感無量であり、この「追憶」に記されることごと〈が脳裏に珪って来る。
〔愛知大学通信第一
O号（昭和五一年八月一日）「私の
追憶」より〕
資料＠東亜同文書院大苧呉羽分校顛末51 
